
鳥 海 讃 歌 Ｇ Ｔ Ｈ 通信 第 14号 令 和 ２ 年３ 月 １ ２日 （ 木 ）
校 長室 よ り

世 の 光 な る 人 た ら む！

新型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染症 の 対 応策 で 生 活 が制 限 さ れ る中 、 令 和 元年 度 も 終盤 に 近 づ い
て おり ま す 。 ３月 ２ 日 （ 月） か ら 臨時 休 業 と なり 、 在 校 生の 皆 さ ん は自 宅 待 機を 余 儀 な く
さ れて い ま す 。

仁賀 保 高 校 では 、 ２ 月 ２９ 日 （ 土） 付 文 書 を生 徒 ・ 保 護者 の 皆 さ んに 発 信 して 、 こ の 期
間 に「 何 を ど うす る か ？ 」に 関 す る心 得 と 対 応方 法 を 示 しま し た 。

一方 、 ３ 月 １日 （ 日 ） に卒 業 し た第 ４ １ 期 生の 皆 さ ん は、 新 生 活 の準 備 を して い る と 思
い ます が 、 不 用な 外 出 の 自粛 を 要 請さ れ る な ど、 気 分 が 晴れ な い 日 々が 続 い てい ま す 。

すで に 陽 春 の季 節 を 感 じる 、 ふ るさ と の 風 景に つ つ ま れな が ら 、 日の 光 に 透き 通 る よ う
に 色づ く 蕗 の 薹、 き ら き らと 純 白 に輝 く 鳥 海 山と 小 川 の せせ ら ぎ に 勇気 づ け られ 、 ど ん な
困 難に も 前 を 向い て 、 「 アイ コ ン タク ト 」 を 忘れ ず に 進 んで い き た いも の で す。

今回 の よ う な緊 急 事 態 で、 自 宅 待機 を 経 験 した 仁 高 生 の皆 さ ん 、 次の （ １ ）～ （ ３ ） の
視 点で こ の 間 を具 体 的 に 振り 返 り 、来 た る べ き令 和 ２ 年 度に 備 え て くだ さ い 。

（ １） 学 校 か ら指 示 さ れ た課 題 を 使っ て 学 力 向上 に 取 り 組ん で い る か？
（ ２） 家 庭 で の手 伝 い 、 近所 や 地 域の 方 の 困 り感 及 び 不 安感 等 の 解 消に 向 け たサ ポ ー ト を

意 識 し て 行っ た か ？
（ ３） う が い や手 洗 い 等 感染 症 予 防や 、 規 則 正し い 生 活 の励 行 等 を 意識 し て 心身 の 健 康 を

維 持 す る 習慣 が 身 に つい た か ？

今年 度 、 地 域の 皆 さ ん から 頼 り にさ れ て い る仁 高 生 は 、様 々 な 要 請を 笑 顔 で引 き 受 け て
く れま し た 。 令和 ２ 年 度 は、 に か ほ市 と の 連 携協 定 、 文 部科 学 省 「 地域 と の 協働 に よ る 高
校 改革 推 進 事 業（ 地 域 魅 力型 ） 」 アソ シ エ イ ト校 、 と も に２ 年 目 を 迎え ま す 。新 年 度 仁 賀
保 高校 は 、 「 どう す れ ば 地域 が 活 性化 す る か ？」 「 地 域 の皆 さ ん の 困り 感 や 仁賀 保 高 校 に
対 する 期 待 は 何か ？ 」 を 踏ま え て 、生 徒 の 主 体性 の も と 、積 極 的 に 地域 連 携 を推 進 し て い
き ます 。

仁高 生 の 皆 さん 、 「 世 の光 な る 人た ら む 」 を胸 に 刻 み 、仁 賀 保 高 校の 地 域 貢献 力 を パ ワ
ー アッ プ し て いき ま し ょ う。 第 ４ ２期 生 、 ４ ３期 生 の 皆 さん 、 仁 賀 保高 校 の 進化 と 発 展 は、
諸 君の 「 自 分 愛」 「 母 校 愛」 「 地 域愛 」 の 意 識と 実 行 力 にか か っ て いま す 。 令和 ２ 年 度 も
よ ろし く お 願 いし ま す 。

仁 高 生 は 、 「 ト ラ イ ＆ エ ラ ー 」 を 積 極 的 に ！

仁賀 保 高 校 プロ グ ラ ミ ング 思 考 につ い て は 、鳥 海 讃 歌 第１ ２ 号 で お願 い し まし た 。 Ｎ Ｐ
Ｔ を進 め て い くた め に 、 現在 の 臨 時休 業 期 間 をど う 活 用 する か 、 仕 切り 直 し てく だ さ い 。
ス マホ を 活 用 した 友 人 と のラ イ ン やメ ー ル に よる コ ン タ クト 、 ゲ ー ム等 に 予 定外 の 時 間 を
費 やし て い ま せん か 。 自 分で 時 間 管理 が で き ない 生 徒 は 、今 か ら 自 己管 理 に トラ イ し て み
ま しょ う 。 「 やっ て み る 」、 「 失 敗し た ら 原 因を 究 明 し て再 挑 戦 す る」 仁 高 生で あ っ て ほ
し いと 思 い ま す。 学 校 か らの 課 題 は「 さ せ ら れる 」 感 が あり 、 辛 い 経験 か も 知れ ま せ ん 。
自 ら積 極 的 に 、「 読 書 」 やネ ッ ト を活 用 し た 「英 会 話 」 等に ト ラ イ して み た ら自 分 が 変 わ
る かも 知 れ ま せん 。 「 エ ラー 」 は 失敗 で は な く、 「 成 功 への ヒ ン ト 」と 考 え てく だ さ い 。

卒業 証 書 授 与式 の 「 式 辞」 で 、 第４ １ 期 生 に送 っ た キ ーワ ー ド 、 「ト ラ イ アル ＆ エ ラ
ー 」と 「 ア イ コン タ ク ト 」を 、 自 宅待 機 で モ ヤモ ヤ し て いる 在 校 生 にも プ レ ゼン ト し ま す。

今日 、 こ の 瞬間 か ら 、 ３月 ２ ２ 日よ り 始 ま る春 季 休 業 まで の 臨 時 休業 期 間 （～ ３ 月 ２ １
日 ）を 、 上 手 に活 用 し て ほし い と 切に 願 っ て いま す 。

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を
活 性 化 し まし ょ う 。


